
 

平成１８年度当初予算 施策別概要 
 
 

                   65001 計画的な財政運営        （総務局） 

        65002  税収の確保           （総務局） 

   （主担当部局：総務局）     65003  公正で正確・適正な会計事務の確保（出納局） 

                   65004  最適な資産管理と職場環境づくり （総務局） 

 

＜施策の目的＞ 

（対象）県財政の運営が 

（意図）「県民しあわせプラン」を実現し、県民が満足する県行政サービスを持続的に提供でき

るよう、健全な財政運営をしている 

 

＜施策の数値目標＞ 

目 標 項 目  Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 

目標値  △０．１３８ △０．１４９ △０．１５５ 変更 

財政弾力度 実績値 △０．１１６ △０．１５６   

※ ２００４年度から、経常収支比率（財政構造の弾力性を判断する指標）を一般的に警戒ライ 

 ンとされる数値（０．８）で除した数値を１から減じた数値が、健全な財政運営がなされてい 

 るかを判断する目標値としています。 

※ 平成１７年度当初予算を踏まえ、平成１７年度及び平成１８年度の目標値を修正しました。 

 

＜平成１８年度に残っている課題＞ 

① 厳しい財政状況においても、「県民しあわせプラン」の実現に向け、重点プログラムをはじ 

 めとした戦略計画に定める施策を着実に推進する必要があります。 

 

② 公平・適正な賦課徴収を進め、滞納整理をさらに徹底し、市町との協働・連携を一層進める

ことにより、行政サービス提供の根幹をなす県税収入の確保が喫緊の課題となっています。 

 

③ 公正で正確・適正な会計事務の執行を確保するとともに、県民の利便性の向上を図るため、 

収納方法の多様化に向けた取り組みを行う必要があります。 

 

④ 県民、職員の安全・安心を確保する庁舎等県有施設のあり方を検討するとともに、全庁的な 

資産アセスメント調査結果に基づく「県有財産利活用計画」（仮称）により、県有財産の有効

的・計画的な利活用を進める必要があります。 

 

＜平成１８年度の施策の取組方向＞ 

① 県民に行政サービスを持続的に提供していくため、中長期的展望に立った財政運営に努める 

とともに、事務事業の抜本的な見直しや県債発行の抑制など歳入・歳出両面からのより一層の

財政健全化を図っていきます。 

 

② 行政サービス提供の根幹をなす県税収入の確保について、徹底した課税調査、滞納整理のさ 

らなる徹底により滞納額を縮減するとともに、県民の税に対する理解を促進し、自主申告、自

６５０ 長期的展望に立った財政 

    運営 



 

主納税される社会を目指します。また、市町と協働・連携し、三重地方税管理回収機構の運営 

を支援し、地方税の確保を図ります。 

 

③ 会計事務が公正で正確・適正に執行されるよう、チェック機能を強化するとともに、県民の

利便性向上のため、収納方法の多様化について検討を行います。 

 

④ 庁舎等県有施設の耐震化、バリアフリー化、庁舎整備を検討し、順次実施します。また、資

産アセスメント調査結果に基づく「県有財産利活用計画」（仮称）により、県有財産の売却を

含む効率的・計画的な利活用を進めます。 

 

＜主な事業＞ 

① 税収対策特別事業費【基本事業名：65002税収の確保】 

当初予算額：⑰ ５，１９７千円 → ⑱ ７，２８６千円 

事業概要：県庁税務政策室「特別徴収機動班」と県税事務所が連携のうえ、機動的に滞納整

理を実施するとともに、インターネット公売により公売処分を強化し、県税収入

の確保を図ります。 

 

②（新）コンビニ納付整備費【基本事業名：65002税収の確保】 

  当初予算額：⑰  － 千円 → ⑱ ３９，８６２千円 

  事業概要：納付機会を拡大し、納税者の利便性を向上させるため、自動車税をコンビニエン

スストアで納付できるよう、電算システム等を整備します。 

 

③ 財務会計運用費【基本事業名：65003 公正で正確・適正な会計事務の確保】 

当初予算額：⑰ ３７４，８６４千円 → ⑱ ３９３，３００千円 

事業概要：公正で正確・適正な会計事務を支援する財務会計システムについて効率的な 

運用・管理を行うとともに、危機管理についての対策を推進し、さらに県民の利

便性の向上を図るため、収納方法の多様化に向けた検討を実施していきます。 

 

④（新）県有施設ｱｽﾍﾞｽﾄ飛散対策事業費【基本事業名：65004最適な資産管理と職場環境づくり】 

 当初予算額：⑰ － 千円 → ⑱ １０４，５３６千円 

 事業概要：吹き付けロックウール等が使用されている県民局庁舎等の施設（総務局管財室 

所管）について、順次除去工事を実施します。 

 

⑤（新）地域庁舎整備事業費【基本事業名：65004 最適な資産管理と職場環境づくり】 

当初予算額：⑰ － 千円 → ⑱ ６１，２６９千円 

事業概要：老朽化・機能劣化の著しい伊勢庁舎について、庁舎整備に向けて、基本設計 

及び地質調査等を実施します。 

 

⑥ 県庁舎等耐震対策事業費【基本事業名：65004 最適な資産管理と職場環境づくり】 

当初予算額：⑰ １，１０８，２５６千円 → ⑱ ７８２，５３３千円 

  事業概要：平成１７年度着工した熊野庁舎の免震化工事を継続するとともに、耐震度の 

低い庁舎について、順次計画的に耐震化を実施します。 

 


